
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
三
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十
五
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発
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十
九
輯
抜
刷

（
公
益
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大
倉
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研
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所
）
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は
じ
め
に

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
二
月
十
五
日
、
播
磨
赤
穂
藩
浅
野
家
旧
臣
四
十
七
人
が
、
江
戸
北
本
所
一
・
二
の
橋
間
通（

（
（

に
あ
る
吉
良

邸
を
襲
撃
し
、
当
主
左
兵
衛
義
周
を
負
傷
さ
せ
、
隠
居
上
野
介
義
央
を
討
ち
取
っ
た
事
件
は
、
直
ち
に
江
戸
中
の
評
判
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
階
層
の
人
々
が
日
記
や
書
状
に
記
す
こ
と
で
記
録
を
残
し
た
。
大
名
家
の
家
臣
か
ら
軽
輩
の
武
士
身
分
の
者（

（
（

に
至
る
ま
で
の
武
士
が

事
件
に
関
心
を
寄
せ
、
事
件
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
国
元
の
親
類
な
ど
に
書
状
で
報
せ
た
り（

（
（

、
私
日
記
に
記
録
し
た
り
し
て
い
る（

（
（

。

武
士
以
外
の
階
層
の
人
と
し
て
は
、
ま
ず
儒
学
者
が
挙
げ
ら
れ
る
。
儒
学
者
が
事
件
に
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
儒
学
が
政
治
・
道
徳
を

学
問
と
す
る
性
質
上
当
然
と
言
え
た
。
京
都
の
儒
学
者
伊
藤
東
涯
は
討
ち
入
り
の
経
緯
を
簡
潔
に
記
録
し
た
上
で
「
可
謂
忠
肝
義
胆
矣

（
忠
義
い
ち
ず
に
凝
り
固
ま
っ
た
心
と
い
う
べ
き
か
）」
と
日
記
に
書
き
付
け
た
し（

（
（

、
水
戸
の
儒
学
者
中
村
浩
然
も
討
ち
入
り
と
処
分
の
経

緯
に
つ
き
雑
多
な
情
報
と
と
も
に
日
記
に
書
き
付
け
て
お
り
、
そ
の
情
報
の
一
部
は
、
後
年
編
纂
さ
れ
た
義
士
伝
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る（
（
（

。ま
た
隠
居
義
央
は
長
年
幕
府
で
高
家
職
を
勤
め
、
年
頭
御
使
な
ど
の
職
務
で
江
戸
と
京
都
を
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
か
ら
、
京
都
の
公

家
社
会
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
事
件
に
つ
い
て
小
槻
季
連
、
中
原
師
英
、
柳
原
資
廉
及
び
野
宮
定
基
の
四
名
の

公
卿
が
そ
の
日
記
に
記
し
て
お
り
、
う
ち
中
原
師
英
は
「
全
前
代
未
聞
之
忠
臣
、
江
戸
中
称
美
云
々
（
ま
っ
た
く
前
代
未
聞
の
忠
臣
で
あ

る
と
、
江
戸
中
で
賞
賛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
）」
と
記
し
て
お
り
、
ま
た
野
宮
定
基
も
事
件
が
義
挙
と
い
え
る
の
か
と
い
う
観
点
か

ら
詳
細
な
義
士
論
を
展
開
し
て
い
る（

（
（

。

そ
し
て
町
人
身
分
と
し
て
は
、
江
戸
在
住
の
商
人
の
浅
田
孫
之
進
が
山
城
国
の
親
類
の
庄
屋
浅
田
金
兵
衛
あ
て
の
書
状
で
事
件
の
概
要
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に
触
れ
、「
江
戸
中
の
手
柄
に
御
座
候
、（
江
戸
中
で
手
柄
だ
と
し
て
い
ま
す
）」
と
書
き
付
け
て
い
る（

８
）一

方
、
江
戸
在
住
の
近
江
商
人
が

近
江
国
日
野
（
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
）
の
親
類
に
宛
て
た
と
み
ら
れ
る
書
状
で
は
「
い
さ
ぎ
能
キ
と
の
評
判
ニ
て
候
、
善
悪
し
か
と
存

じ
申
さ
ず
候
（
潔
い
と
の
評
判
で
す
が
、
私
に
は
善
悪
の
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
）、」
と
書
き
留
め
て
い
る（

（
（

。

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
江
戸
在
住
の
商
人
と
み
ら
れ
る
者
が
、
国
元
で
あ
る
駿
河
国
駿
東
郡
茶
畑
村
（
静
岡
県
裾
野
市
）
の
名
主
で

あ
る
甥
に
事
件
と
そ
の
処
分
の
あ
ら
ま
し
を
報
せ
た
書
状
と
覚
書
（
写
し
）
で
あ
る
（
関
係
史
料
と
し
て
ほ
か
に
柏
木
家
文
書
一
三
四

「「
大
石
内
蔵
遺
言
状
聞
書
泉
岳
寺
之
衆
中
分
限
聞
書
写
」
が
あ
る
が
、
内
容
は
後
掲
【
史
料
二
】
及
び
【
史
料
六
】
と
重
複
す
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
翻
刻
し
な
か
っ
た
。）。
新
出
史
料
で
あ
り
、
か
つ
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
記
録
と
は
若
干
内
容
が
異
な
る
情
報
が
記
さ
れ

る
ほ
か
、
そ
の
情
報
を
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
の
か
が
う
か
が
い
知
れ
る
記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
全
文
を
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
　
柏
木
家
文
書
に
つ
い
て

本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
静
岡
県
裾
野
市
生
涯
学
習
課
所
蔵
の
柏
木
家
文
書
の
う
ち
で
あ
る
。
柏
木
家
文
書
は
、
平
成
十
三
年
（
二

〇
〇
一
）
に
柏
木
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
二
六
二
八
点
か
ら
成
る
文
書
群
で
あ
る
。
裾
野
市
生
涯
学
習
課
に
よ
り
「
裾
野
市
史
資
料
目
録
」

と
題
し
て
目
録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
以
下
目
録
に
付
番
さ
れ
た
番
号
と
資
料
名
に
よ
り
史
料
を
特
定
し
て
表
記
す
る
。

柏
木
氏
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
裾
野
市
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
裾
野
市
史
資
料
叢
書
１　

柏
木
甚
右
衛
門
覚
書
帳　

湯
山
安
右
衛
門
日
記
』
の
解
説
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
柏
木
氏
の
先
祖
は
境
川
出
羽
守
信
広
と
い
い
、
信

広
の
三
男
新
右
衛
門
尉
広
久
が
駿
河
今
川
氏
の
義
忠
の
命
に
よ
り
長
禄
年
中
（
一
四
五
七
～
五
九
）
に
佐
野
郡
浅
間
宮
（
裾
野
市
佐
野
）

神
主
跡
式
に
任
じ
ら
れ
て
名
字
を
柏
に
改
め
た
と
い
う
。
さ
ら
に
広
久
の
孫
掃
部
広
光
の
時
名
字
を
柏
か
ら
柏
木
に
改
め
た
。
柏
木
家
文
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書
に
は
、
葛

か
ず
ら
や
ま山

氏
元
が
広
久
の
子
宮
内
尉
広
長
に
比
定
さ
れ
る
「
柏
宮
内
丞
」
宛
に
佐
野
郷
浅
間
五
社
の
神
領
を
安
堵
し
た
判
物
が
み

え
る
（
柏
木
家
文
書
四
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
戦
国
期
に
は
柏
木
氏
は
駿
東
郡
の
国
衆
で
今
川
氏
に
服
属
す
る
葛
山
氏（

（1
（

か
ら

庇
護
さ
れ
る
神
官
で
あ
り
、
か
つ
有
力
な
地
侍
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
、
武
田
信
玄
が
駿
河
国
に
侵
攻
す
る
と
、
葛
山
氏
元
は
今
川
氏
を
離
反
し
て
武
田
氏
に
従
い
、
信

玄
の
六
男
信
貞
を
養
子
と
し
て
家
督
を
譲
っ
た
。
の
ち
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
に
氏
元
一
族
は
謀
反
の
疑
い
に
よ
り
信
州
諏
訪
湖
に
お

い
て
処
刑
さ
れ
、
信
貞
も
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
三
月
、
武
田
氏
滅
亡
時
に
甲
斐
で
殺
害
さ
れ
て
葛
山
氏
は
滅
亡
し
た（

（1
（

。
柏
木
氏
の
動

向
は
不
明
だ
が
、
武
田
氏
に
替
わ
り
駿
東
郡
に
入
部
し
て
き
た
徳
川
氏
に
従
っ
た
ら
し
く
、
柏
掃
部
（
広
光
）
ほ
か
三
名
は
、
同
年
八
月

十
三
日
付
で
、
敵
地
に
奔
っ
た
百
姓
三
名
の
名
職
を
徳
川
氏
重
臣
酒
井
忠
次
か
ら
宛
て
行
わ
れ
て
い
る
（
柏
木
家
文
書
七
）。
し
か
し
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
徳
川
氏
の
関
東
移
封
に
は
同
行
せ
ず
、
佐
野
郷
茶
畑
村
に
帰
農
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
章
に
掲
出
す
る
【
史
料
一
】
の
書
状
の
宛
名
人
で
あ
る
柏
木
甚
右
衛
門
は
、
伊
豆
佐
野
村
（
三
島
市
）
の
勝
俣
家
か
ら
柏
木
家
に
養

子
に
入
り
、
養
父
久
右
衛
門
の
長
女
を
妻
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
子
か
ら
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
ま
で
の

三
十
八
年
間
、
茶
畑
村
の
名
主
を
務
め
た
。

甚
右
衛
門
に
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
二
月
か
ら
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
七
月
ま
で
の
三
十
七
年
間
に
わ
た
り
書
き
継
い
だ
覚
書

帳
が
あ
り
（
柏
木
家
文
書
七
三
）、
先
述
の
『
裾
野
市
史
資
料
叢
書
１　

柏
木
甚
右
衛
門
覚
書
帳　

湯
山
安
右
衛
門
日
記
』
に
そ
の
全
文

が
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
覚
書
帳
の
内
容
は
茶
畑
村
近
辺
の
事
件
を
記
す
も
の
で
、
本
史
料
の
事
実
関
係
を
裏
付

け
る
記
述
は
な
い
。

史
料
の
翻
刻
に
当
た
り
、
適
宜
現
行
の
字
体
に
改
め
、
句
点
を
付
し
て
い
る
が
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
改
行
を
行
い
、
原
文

の
改
行
部
分
は
」
で
表
記
し
た
。
●
は
塗
抹
さ
れ
た
文
字
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
史
料
本
文
に
括
弧
書
き
で
補
註
を
施
し
た
。
な
お
本
史
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料
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
長
林
知
左
子
氏
の
協
力
を
得
た
。

二
　
史
料
の
翻
刻

【
史
料
一
】
書
簡
（
赤
穂
浪
士
打
入
の
情
況
に
つ
い
て
）（
柏
木
家
文
書
一
三
〇
）

正
月
四
日
之
御
状
、
二
月
七
日
ニ
」
相
届
拝
見
仕
候
、
先
以
其
元
」
玄
理
老
・
休
庵
老
始
皆
々
様
」
御
無
事
ニ
御
重
年
之
由
承
、」
珍

重
ニ
奉
存
候
、
爰
元
我
等
も
無
事
」
ニ
重
年
仕
候
、」

一
、
旧
冬
之
一
義
先
代
珍
敷
事
」
と
風
聞
仕
候
事
ニ
候
、」

一
、
夜
打
之
事
、
上
野
介
殿
屋
敷
ハ
」
只
今
ハ
本（

本
所
）庄

ニ
而
御
座
候
、
然
所
ニ
」
十
四
日
之
晩
夜
之
八
ツ
時
分
ニ
」
右
之
衆
中
う
ら
門
ニ

か（
掛
矢
）

け
や
ヲ（

（1
（

」
も
た
セ
火
事
〳
〵
と
申
其
内
」
う（

裏
門
）

ら
門
ヲ
と
う
つ
き（

（1
（

申
候
由
、」
其
間
ニ
よ
こ
て
ノ
へ（

塀
）い

よ
り
橋（

梯
子
）

」
こ
ヲ
さ
し
、
内
ヘ
入
、

玄
関
ヲ
打
」
や
ふ
り
入
候
由
、
右
之
仕
合
ニ
候
ヘ
ハ
」
上
野
介
殿
ね（

寝
間
）間

よ
り
出
被
申
候
而
」
縁
に
か
く
れ
居
被
申
候
由
、
方
々
」
相
尋
、

漸
々
見
出
て
首
ヲ
取
候
」
由
、
上
野
介
殿
打
申
候
仁
ハ
、
屋
敷
」
方
々
は
御
存
ニ
而
候
ヘ
共
、
し（

聢
と
）

か
と
不
申
候
、」

一
、
上
野
介
殿
中
々
向
わ
れ
不
」
申
候
、
成
ほ
と
お（

奥
）く

迄
お
し
」
入
、
方
々
さ（

探
し
）

か
し
申
候
由
、」

一
、
連
判
外
ハ
参
不
申
候
、
打
」
候
而
こ
そ
方
々
へ
其
段
相
知
り
申
候
、」

一
、
上
野
介
殿
首
ヲ
取
屋
し
き
ニ
」
夜
明
候
迄
居
申
、
火
之
用
心
」
な
と
ま
て
よ
く
仕
、
夜
明
候
」
而
皆
々
首
ヲ
持
、
屋
し
き
よ
り
出
」

成
ほ
と
し（

静
か
）

つ
か
ニ
行
例（

列
）ニ

而
、」
泉
岳
寺
へ
参
候
、
屋
し
き
」
よ
り
泉
岳
寺
へ
小
二
里
ほ
と
」
も
御
座
候
、
さ
て
泉
岳
寺
へ
参
」
門
ニ

而
内
へ
此
段
申
入
候
而
、
寺
」
へ
入
申
候
由
、
匠（

内
匠
）内

頭
殿
御
墓
」
首
ヲ
そ
な
へ
候
而
、
皆
々
か（

固

り

）

た
ま
り
」
居
申
候
、
住
持
よ
り
も
人
ヲ

こ（
越
）し

」
む（

無
理
）り

ニ
寺
へ
先
入
置
申
候
、
其
内
」
ニ
御
目
付
衆
参
候
而
、
段
々
御
聞
」
そ
れ
よ
り
大
目
付
●
●
●
●
仙
石
伯
耆
守
様
へ
被
為
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召
、
段
々
口
」
上
書
相
済
候
而
、
先
当
分
之
内
」
御
預
ケ
ニ
被
仰
付
候
、」

一
、
夜
打
之
ま
ゝ
ニ
而
、
泉
岳
寺
よ
り
」
あ（

愛
宕
）

た
こ
の
下
伯
耆
守
様
迄
」
参
候
、
其
道
す
か
ら
見

物
多
」
不
及
筆
候
、」

一
、
当
月
四
日
ニ
、
皆
々
切
腹
ニ
」
被
為
仰
付
候
而
、
其
御
預
り
〳
〵
ニ
而
、
切
腹
い
た
し
候
、

皆
々
」
御
ゆ（

遺
言
）

い
合
ニ
而
御
座
候
也
、
皆
々
お
な
し
様
ニ
切
腹
之
後
、
お
け
」
ニ
入
、
上
ヲ

ぬ（
布
）の

ニ
て
ま
き
、
皆
々
」
新
キ
の（

乗
物
）

り
物
ニ
入
、
泉
岳
寺
」〈
●
●
●
番
付
ニ
而
参
候
、
一
細

川
越
中
」
二
松
平　

三
水
野　

四
毛
利
、」
匠（

内
匠
）内

様
御
墓
ノ
前
ニ
皆
々
ほ
う
」
む
り
申
候
、

銘
々
の
御
預
り
よ
り
や（

矢

来

）

」
ら
い
ヲ
付
申
候
、
頃
日
迄
一
切
」
人
ヲ
入
不
申
候
所
、
一
両
日
以

前
」
よ
り
人
参
申
候
、
大
分
ノ
見
物
」
ニ
而
御
座
候
、
武
家
衆
ハ
参
銘
々
」
之
俗
名
ヲ
書
付

参
候
、」

一
、
打

（
マ
マ
）夜

打
之
晩
ニ
若
討
死
」
致
候
者
、
跡
ニ
而
御
役
人
衆
御
」
覧
ノ
た
め
ニ
、
右
之
衆
中

口
上
」
書
一
通
、
屋
し
き
置
候
、
其
口
」
上
書
只
今
ハ
見
へ
不
申
候
、
重
而
進
し
」
可
申
候
、

一
、
上
野
介
殿
御
子
吉
良
左
兵
衛
殿
」
も
少
手
負
被
申
候
、
然
共
早
速
」
能
候
由
、
こ
れ
も
四

日
ニ
御
預
ケ
」
吉
良
之
家
ハ
た
へ
申
候
、」

一
、
申
度
事
段
々
御
座
候
ヘ
共
、
老
筆
」
ニ
而
、
手
ハ
か（

叶

）

な
ひ
不
申
、
又
は
跡
」
先
ニ
な
り
申

候
而
、
よ（

読
）め

か（
兼
）ね

」
可
申
候
、
先
あ
ら
〳
〵
如
此
御
」
座
候
、」

一
、
玄
理
老
・
休
庵
老
へ
も
別
紙
ニ
而
」
申
度
候
ヘ
共
、
相
替
義
無
御
座
候
間
、」
能
様
ニ
御

心
得
候
而
、
御
申
可
被
下
候
、」

【史料一】書簡（赤穂浪士打入りの情況について） （部分）
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一
、
書
付
外
ニ
一
通
り
こ
し
申
候
、」
こ
れ
ハ
水
野
監
物
様
之
御
屋
敷
」
よ
り
写
シ
申
候
故
、
少
も
違
ひ
無
御
座
候
、」
老
筆
故
、
よ
め
か

ね
可
申
候
、」
あ
ま
り
は
つ
と
他
見
御
無
」
用
ニ
候
、
以
上
、」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
（
柏
木
）清

兵
衛
（
花
押
）」

二
月
十
三
日
」

柏
木
甚
右
衛
門
様

貴
報
」

【
史
料
二
】
赤
穂
四
十
七
士
お
預
り
人
名
簿
・
吉
良
上
野
介
家
来
討
死
手
負
人
名
簿
（
柏
木
家
文
書
一
三
一
）

細
川
越
中
守
様
江
御
預
ケ
」

千
五
百
石　
家
老

大
石
内
蔵
助
」
百
石　
郡
代

吉
田
忠
左
衛
門
」
百
五
十
石　
馬
廻
り

間
ハ
サ
マ

喜
兵
衛
」
三
百
石　

原
惣
左（

右
）衛

門
」
三
百
五
十
石　

側
用
人

片
岡
源
五
右
衛
門
」
弐
百
石　
大
目
付

間
瀬
久
大（

太
）夫

」
百
五
十
石　
京
都
留
主
居

小
野
寺
十
大（

内
）夫

」
百
五
十
石　
物
頭
並

礒
貝
十
郎
左
衛
門
」

弐
百
石　
江
戸
留
守
居

堀
部
弥
兵
衛
」
弐
百
五
十
石　
馬
廻
り

近
松
勘
六
」
弐
百
石　
同

冨
森
助
右
衛
門
」
弐
百
石　
同

潮
田
又
兵（

之
 
丞
）

衛
」
弐
百
石　

同
甲（

早
）水

藤
左
衛
門
」
弐
百
石　
同

赤
羽（

埴
）源

蔵
」
百
石　

同
奥
田
孫
大（

太
）夫

」
百
五
十
石　
同

矢
田
五
郞
左（

右
）衛

門
」
百
石　
同　

大
石
瀬
左
衛
門
」

〆
十
七
人

松
平
隠
岐
守
様
へ
御
預
ケ
」

弐
百
石　
堀
部
弥
兵
衛
子

堀
部
安
兵
衛
」
十
五
歳　
内
蔵
介
嫡
子

大
石
主
税
」
百
石　
馬
廻
り

中
村
勘
七（

助
）」

百
石　
同

菅
谷
半
之
丞
」
弐
百
石　

不
破

数
右
衛
門
」
此
人
ハ
六
年
以
前
ニ
御
暇
被
下
牢
人
」
ニ
而
罷
有
候
所
ニ
此
節
一
味
」
百
石　
馬
廻
り

千
馬
三
郎
兵
衛
」
右
之
連
判
之
外
ニ
而
」

候
所
ニ
其
夜
参
合
候
」　

木
村
岡ヲ

カ
右
衛
門
」
吉
田
忠
左
衛
門
子　

中
小
姓

貝
賀
弥
左
衛
門
」
中
小
姓　

大
高
源
五
」
弐
百
石　
物
頭
並

岡ヲ
カ

野
金
左（

右
）衛

門
」
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〆
十
人
」

水
野
監
物
様
へ
御
預
ケ
」

中
小
姓　

矢
頭
右
衛
門
七
」
同　

茅
野
利（

和
助
）介

」
喜
兵
衛
子　

間
重（

重
次
郎
）

二
郎
」
孫
大（

太
）夫

子　

奥
田
小（

不
明
）

四
郎
」（

（1
（

足
軽　

三
村
次
郎
左
衛
門
」
村
松

喜
兵
衛
子　

村
松
三
大（

太
）夫

」
久
大（

太
）夫

子　

間
瀬
孫
九
郎
」
歩
行
目
付　

神
崎
与
五
郞
」
歩
行　

横
川
勘
平
」
〆
九
人
」

毛
利
甲
斐
守
様
へ
御
預
ケ
」

忠
左
衛
門
子　
　
　

吉
田
沢
右
衛
門
」
重（

十
内
）

大
夫
子　

小
野
寺
幸
右
衛
門
」
中
小
性　

勝
田
新
左
衛
門
」
同　

村
松
喜
兵
衛
」
杉
野
十
平
次
」

同　

武
村（

林
）忠（
唯
）七

」
無
足　

倉
橋
源（

伝
助
）介

」
同　

前
原
与（

伊
）助

」
間
喜
兵
衛
子　

大（
間
）谷

新
六
」
足
軽　

寺
坂
吉
右
衛
門
」
〆
十
人
」
以
上
四
十
六

人
」

中
小
性　

岡
嶋
忠（

八
十
右
衛
門
）

右
衛
門
」
此
人
、
夜
打
仕
廻
候
而
、
其
場
よ
り
の
き
申
候
、
是
も
連
判
之
内
」
以
上
四
十
七
人
ニ
而
夜
打
仕
候
」
連
判

之
衆
ニ
而
、
俄
ニ
迯
候
衆
」
弐
百
石
物
頭
並

田
中
定（

貞
）四

郎
」
給
人
分　

中
田
理
平
次
」
中
小
性　

中
村
清
右
衛
門
」
近
所
中
小
性　

鈴
木（

田
）

平
（
重
）

八
」
此
外
ニ
も
連
判
之
衆
の
き
申
候
由
、」

吉
良
上
野
介
殿
家
来
討
死
并
」
手
負
之
輩
」

討
死　

家
老　

小
林
平
八
」
同　

泊
り
番　

用
人 
鳥
井（

居
）理（
利
）右

衛
門
」
同　

同　

近
所（

習
）清

水
一
角（

学
）」

同　

同　

大
須
賀
治
部
左（

右
）衛

門
」

手
負　

同　

斎
藤
十
郎
兵
衛
」
同　
左
兵
衛
殿
家
老　

松
原
多
中
」
討
死　

用
人　

須
藤
与
一
右
衛
門
」
手
負　

近
所（

習
）　

山
好（

吉
）新

八
」

同　

同　

天
野
貞
之
丞（

進
）」

討
死　
宗

（
左
右
田
）

田
孫
兵
衛
子　

宗
（
左
右
田
）田

源
八
」
同　

祐
筆　

鈴
木
元
右
衛
門
」
同　

中
小
性　

斎
藤
清
左
衛
門
」

同　

近
所（

習
）　

杉
山
三
左
衛
門
」
不
出
合　

家
老　

斎
藤
宮
内
」
病
気
ニ
而
不
出
合　

家
老
宗（

左
右
田
）

田　

孫
兵
衛
」
手
負　

用
人　

岩
瀬
舎
人
」

同　

同　

宮
石
所
左
衛
門
」
同　

祐
筆　

堀
江
勘
左
衛
門
」
討
死　
松
原
多
中
家
来　

中
間
壱
人
」
夜
明
欠
落　

近
所　

村
山
甚
五
右
衛
門
」

同　

歩
行
目
付　

宮
沢
勘
右
衛
門
」
同　

玄
関　

歩
行
三
人
」
手
負　

近
所　

長
（
永
）松

九
郎
兵
衛
」
同　

取
次
一
角
兄　

清
水
団
右
衛
門
」
同　

【
史

料
三

】
吉

良
上

野
介

殿
書

付
（

十
二

月
十

五
日

検
使

及
討

死
手

負
名

簿
）

(Endnotes)

1　
 同

じ
名

字
の

者
に

奥
田

貞
右

衛
門

が
い

る
が

、
孫

太
夫

の
実

子
で

は
な

く
、

養
子

婿
で

あ
る

。
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中
小
性　

宮
石
志（

新
兵
衛
カ
）

戸
之
助
」
同　

羽
織
屋　

平
右
衛
門　

こ
れ
ハ
不
断
手
前
ニ
居
申
候
」
細
工
人
」
討
死　

料
理
人　
泊
り

小
堀
源
二（

次
）郎

」

同　

同　

小
笠か

さ
は
ら原

長（
笠
原
長
太
郎
）

大
郎
」
手
負　

馬
屋
別
当　

与
五
右
衛
門
」
討
死　

足
軽
弐
人
」
同　

中
間
壱
人
」
同　

泊
り　

茶
坊
主
弐
人
」

手
負　

泊
り　

同
弐
人
」
同　
普
請
奉
行

加
藤
太
左
衛
門
」
同　

役
人　

新（
岩
田
）池

与（
与
五
右
衛
門
）

左
衛
門
」
同　

中
小
性　

伊
藤
喜
右
衛
門
」
同　

同　

増（
糟
屋
）田

平
馬
」
同　

取
次　

平（
平
沢
）賀

助
大
夫
」
以
上
」

【
史
料
三
】
吉
良
上
野
殿
書
付
（
十
二
月
十
五
日
検
使
及
討
死
手
負
名
簿
）

（
柏
木
家
文
書
一
三
三
）

（
端
裏
書
）

清
六
衆

吉
良
上
野
殿
書
付
」
一
、
十
二
月
十
五
日
七
ツ
時
分
」
御
検
使
有
之
、
上
野

殿
」
死
骸
仕
廻
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
」
右
之
家
来
討
死
之
者
」
小
林
平
八
」

鳥
居
理
右
衛
門
」
須
藤
与
一
右
衛
門
」
左
右
田
伝（

源
）八

」
新
貝
弥
七
」
小
界

（
堺
）

源
次
郎
」
鈴
木
元
右
衛
門
」
小（

笠
原
）

笠
原
長
二（

太
）郎

」
榊
原
平
左（

右
）衛

門
」
鈴
木
松
竹
」

狩（
牧
野
）野

春
斎
」
足
軽
弐
人　

中
間
壱
人
」
右
手
負
之
者
」
家
老　

松
原
多
仲
」

次
番　

斎
藤
十
郎
太（

兵
衛
）夫

」
取
次　

清
水
団
右
衛
門
」
次
番　

宮
本（

石
）所

左
衛

門
」
小
性　

同
新
兵
衛
」
加
藤
太
左
衛
門
」
山
谷（

吉
）新

六（
八
）」

天
野
定（

貞
之
進
）

兵
衛
」

伊
藤
喜
左（

右
）

衛
門
」
杉（

岩
田
）山

与
五
左（

右
）

衛
門
」
石
川
清（

彦
右
衛
門
）

兵
衛
」
大
河
内
六
郎

〆
十
人
」

水
野
監
物
様
へ
御
預
ケ
」

中
小
姓　

矢
頭
右
衛
門
七
」
同　

茅
野
利（

和
助
）介

」
喜
兵
衛
子　

間
重（

重
次
郎
）

二
郎
」
孫
大（

太
）夫

子　

奥
田
小（

不
明
）

四
郎
」（

（1
（

足
軽　

三
村
次
郎
左
衛
門
」
村
松

喜
兵
衛
子　

村
松
三
大（

太
）夫

」
久
大（

太
）夫

子　

間
瀬
孫
九
郎
」
歩
行
目
付　

神
崎
与
五
郞
」
歩
行　

横
川
勘
平
」
〆
九
人
」

毛
利
甲
斐
守
様
へ
御
預
ケ
」

忠
左
衛
門
子　
　
　

吉
田
沢
右
衛
門
」
重（

十
内
）

大
夫
子　

小
野
寺
幸
右
衛
門
」
中
小
性　

勝
田
新
左
衛
門
」
同　

村
松
喜
兵
衛
」
杉
野
十
平
次
」

同　

武
村（

林
）忠（
唯
）七

」
無
足　

倉
橋
源（

伝
助
）介

」
同　

前
原
与（

伊
）助

」
間
喜
兵
衛
子　

大（
間
）谷

新
六
」
足
軽　

寺
坂
吉
右
衛
門
」
〆
十
人
」
以
上
四
十
六

人
」

中
小
性　

岡
嶋
忠（

八
十
右
衛
門
）

右
衛
門
」
此
人
、
夜
打
仕
廻
候
而
、
其
場
よ
り
の
き
申
候
、
是
も
連
判
之
内
」
以
上
四
十
七
人
ニ
而
夜
打
仕
候
」
連
判

之
衆
ニ
而
、
俄
ニ
迯
候
衆
」
弐
百
石
物
頭
並

田
中
定（

貞
）四

郎
」
給
人
分　

中
田
理
平
次
」
中
小
性　

中
村
清
右
衛
門
」
近
所
中
小
性　

鈴
木（

田
）

平
（
重
）

八
」
此
外
ニ
も
連
判
之
衆
の
き
申
候
由
、」

吉
良
上
野
介
殿
家
来
討
死
并
」
手
負
之
輩
」

討
死　

家
老　

小
林
平
八
」
同　

泊
り
番　

用
人 

鳥
井（

居
）理（
利
）右

衛
門
」
同　

同　

近
所（

習
）清

水
一
角（

学
）」

同　

同　

大
須
賀
治
部
左（

右
）衛

門
」

手
負　

同　

斎
藤
十
郎
兵
衛
」
同　
左
兵
衛
殿
家
老　

松
原
多
中
」
討
死　

用
人　

須
藤
与
一
右
衛
門
」
手
負　

近
所（

習
）　

山
好（

吉
）新

八
」

同　

同　

天
野
貞
之
丞（

進
）」

討
死　
宗

（
左
右
田
）

田
孫
兵
衛
子　

宗
（
左
右
田
）田

源
八
」
同　

祐
筆　

鈴
木
元
右
衛
門
」
同　

中
小
性　

斎
藤
清
左
衛
門
」

同　

近
所（

習
）　

杉
山
三
左
衛
門
」
不
出
合　

家
老　

斎
藤
宮
内
」
病
気
ニ
而
不
出
合　

家
老
宗（

左
右
田
）

田　

孫
兵
衛
」
手
負　

用
人　

岩
瀬
舎
人
」

同　

同　

宮
石
所
左
衛
門
」
同　

祐
筆　

堀
江
勘
左
衛
門
」
討
死　
松
原
多
中
家
来　

中
間
壱
人
」
夜
明
欠
落　

近
所　

村
山
甚
五
右
衛
門
」

同　

歩
行
目
付　

宮
沢
勘
右
衛
門
」
同　

玄
関　

歩
行
三
人
」
手
負　

近
所　

長
（
永
）松

九
郎
兵
衛
」
同　

取
次
一
角
兄　

清
水
団
右
衛
門
」
同　

【
史

料
三

】
吉

良
上

野
介

殿
書

付
（

十
二

月
十

五
日

検
使

及
討

死
手

負
名

簿
）

(Endnotes)

1　
 同

じ
名

字
の

者
に

奥
田

貞
右

衛
門

が
い

る
が

、
孫

太
夫

の
実

子
で

は
な

く
、

養
子

婿
で

あ
る

。

【史料三】吉良上野介殿書付（十二月十五日検使及討死手負名簿）
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兵（
右
衛
門
）

衛
」
足
軽
二
人　

中
間
二
人
」
無
事
之
者
共
」
家
老　

左
右
田
孫
兵
衛
」
同　

斎
藤
宮
内
」
取
次　

岩
瀬
舎
人
」
小
性　

小
笠
原
長

（
忠
）

五
郎
」
同　

高
橋
次（

次
左
衛
門
）

郎
左
衛
門
」
同　

粕（
糟
谷
）谷

平（
平
馬
）

兵
衛
」
取
次　

平
沢
助
太
夫
」
中
小
性　

新
（
新
貝
カ
）見

伝
蔵
」
右
之
通
及
承
候
、
不
明
候
、」
已
上
、」

【
史
料
四
】
　
赤
穂
浪
士
討
入
覚
（
四
十
七
名
、
四
名
討
死
と
）
元
禄
十
四
年
十
二
月
十
四
日
夜
ノ
八
ツ
（
柏
木
家
文
書
二
一
四
六
）

（
端
裏
書
）

い
つ
ミ
や
清
六
衆

十
二
月
十
四
日
夜
ノ
八
ツ
」

大
石
内
蔵
助　

同
主
税
」
吉
田
忠
右（

左
）

衛
門　

同
沢
右
衛
門
」
原
惣
右
衛
門　

間
瀬
久
右（

太
夫
）

衛
門
」
小（

小
野
寺
）

野
田
十（

十
内
）助　

同
（
小
野
寺
）

　

早
（
幸
）

右
衛
門
」

間（
間
　
喜
兵
衛
）

口
仁
兵
衛　

同
十（

重
）次

郎
」
間
瀬
権（

孫
）九

郎　

岡
野
金
右
衛
門
」
朝（

潮
田
）田

又
之
進（

丞
）　

近
松
勘
六
」
水
野
三
兵
衛　

岡
島
源（

八
十
）五

右
衛
門
」
大
高

源
五　

同
笠
右
衛
門
」
矢
部
彦
七　

堀
部
弥
兵
衛
」
堀
部
安
兵
衛　

杉
野
十
平
次
」
勝
田
加（

新
左
衛
門
）

右
衛
門　

武
林
軍（

唯
）七

」
村
松
喜
兵
衛　

同

三
大（

太
）夫

」
曽
谷
十
左
衛
門　

矢
田
五（

五
郎
右
衛
門
）

右
衛
門
」
赤
林
清
兵
衛　

富
森
助
右
衛
門
」
神
崎
与
五
郎　

早
水
藤
左
衛
門
」
曽（

菅
谷
）谷

半（
半
之
丞
）

七　

岡
島

八（
八
十
右
衛
門
）

右
衛
門
」
大
石
瀬
左
衛
門　

梶（
横
川
）川

勘
平
」
三（

三
村
）林

次（
次
郎
左
衛
門
）

右
衛
門　

倉
孫
右
衛
門
」
中
林（

村
）勘

助　

矢（
茅
野
）野

新（
和
助
）助

」
不
破
数
右
衛
門　

森
小
平
次
」

木
谷
新
七
郎　

寺
坂
兵（

吉
右
衛
門
）

七
郎
」
才（

奥
田
）田

孫
大（

太
）夫　

同
小（

定
右
衛
門
）

四
郎
」
組
足
軽　

吉
田
忠
右（

左
）衛

門
」

元
禄
十
五
年
午
ノ
極
月
十
四
日
夜
八
ツ
」
浅
野
内
匠
守（

頭
）様

夜
打
蓮（

連
）判

」
内　

拾
七
人　

細
川
越
中
守
」
拾
人　

毛
利
甲
斐
守
」
拾
人　

松
平
隠
岐
守
」
七
人　

水
野
監
物
殿
」
七
人　

秋
田
信
濃
守
」
四
人
打
死
」
首
不
残
取
帰
り
申
」
蓮

（
連
）判

除
」
中（

中
田
）口

利（
理
平
次
）

助
」
中
村
孫（

清
）右

衛

門　

鎗
」
鈴
田
十（

重
）九（
八
）郎

」
田
中
貞
右（

四
郎
）

衛
門
」
芝　

仙
覚
寺
」
右
之
通
吉（

吉
良
）郎

上
野
守（

介
）様

」
夜
打
」
上
野
守（

介
）様

御
屋
敷
本
庄（

所
）也

、」　
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【
史
料
五
】
赤
穂
浪
士
人
名
書
上
（
柏
木
家
文
書
一
三
二
）

十
二
月
十
四
日
夜
八
ツ
」
大
石
内
蔵
助　

同
主
税
」
吉
田
忠
右
衛
門　

同
沢
右
衛
門
」
原
惣
右
衛
門　

間
瀬
久
右（

太
夫
）

衛
門
」
小（

小
野
寺
）

野
田
十（

十
内
）助　

同（
小
野
寺
）

　

早
（
幸
）右

衛
門
」
間（

間
　
喜
兵
衛
）

口
仁
兵
衛　

同
（
間
）

十（
重
）次

郎
」
間
瀬
権（

孫
）九

郎　

平
（
岡
）野

金
右
衛
門
」
鈴
田
又
之
進（

丞
）　

近
松
勘
六
」
水
野
三
兵
衛　

岡
島

源（
八
十
）五

右
衛
門
」
大
高
源
五　

同
笠
右
衛
門
」
矢
部
彦
七　

堀
部
弥
兵
衛
」
堀
部
安
兵
衛　

杉
野
十
平
次
」
勝
田
加（

新
左
衛
門
）

右
衛
門　

武
林
早（

唯
）七

」

村
松
喜
兵
衛　

同
三
大（

太
）夫

」
曽
谷
十
左
衛
門　

矢
田
五（

五
郎
右
衛
門
）

右
衛
門
」
赤
林
徳
兵
衛　

富
森
助
右
衛
門
」
神
崎
与
五
郎　

早
水
藤
左
衛
門
」

曽（
菅
谷
）谷

半（
半
之
丞
）

七　

岡
島
八（

八
十
右
衛
門
）

右
衛
門
」
大
石
瀬
左
衛
門　

梶（
横
川
）川

勘
平
」
三（

三
村
）林

次（
次
郎
左
衛
門
）

右
衛
門　

倉
孫
右
衛
門
」
中
林
勘
介　

矢（
茅
野
）野

新（
和
助
）介

」
不
破
数
右
衛

門　

森
小
平
次
」
木
谷
新
右
衛
門　

寺
坂
吉
右
衛
門
」
才（

奥
田
）田

孫
大（

太
）夫　

同
小（

貞
右
衛
門
）

四
郎
」
組
足
軽　

吉
田
忠
右（

左
）衛

門
」
都
合
四
拾
七
人
也
」

浅
野
内
匠
様
衆
」
夜
討
連
判
」
内　

拾
七
人　

細
川
越
中
守
」
拾
人　

毛
利
甲
斐
守
」
拾
人　

松
平
隠
岐
守
」
七
人　

水
野
監
物
殿
」
七

人　

秋
田
信
濃
守
」
四
人
打
死
」
首
不
残
取
帰
り
申
」
連
判
除
」
中（

中
田
）口

利（
理
平
次
）

助
」
中
村
孫（

清
）右

衛
門
鎗
」
鈴
田
十（

重
）九（
八
）郎

」
田
中
貞
右（

四
郎
）

衛
門
」

芝　

仙（
泉
岳
）覚

寺
」
右
之
通
吉（

吉
良
）郎

上
野
守（

介
）様

」
夜
打
」
上
野
守（

介
）様

」
御
屋
敷
本
庄（

所
）也

」

【
史
料
六
】
浅
野
内
匠
家
来
口
上
（
柏
木
家
文
書
一
二
九
）

浅
野
内
匠
家
来
口
上
」

去
年
三
月
十
四
日
浅
野
内
匠
儀
、
殿
奏
御
馳
走
人
之
儀
ニ
付
、」
吉
良
上
野
頭（

介
）殿

江
含
意
趣
罷
有
候
処
、
於
」
御
殿
中
当
座
難
迯
儀
御
座

ニ
而
及
刃
傷
候
、
不
」
弁
時
節
・
場
所
働
、
不
調
法
ニ
付
、
切
腹
被
仰
付
候
、」
領
知
赤
穂
之
城
被
召
上
候
儀
、
家
来
共
迄
畏
入
」
奉
存
候
、

請
城
使
御
下
知
、
城
地
差
上
家
中
」
離
散
仕
候
、
右
喧
𠵅
之
節
御
同
席
・
御
押
留
」
之
御
方
有
之
、
上
野
殿
討
留
メ
不
申
儀
、
内
匠
末
」

期
残
念
之
心
底
、
家
来
共
難
忌
高
家
対
捽
鬱
」
憤
之
段
憚
奉
存
候
へ
共
、
君
父
之
讎
云
共
ニ
不
可
戴
」
天
之
儀
難
差
止
候
、
今
日
上
野
殿

御
宅
江
推
参
」
仕
候
、
継
亡
主
之
意
趣
志
迠
ニ
御
座
候
、
私
共
死
後
」
若
御
見
分
之
御
方
御
座
候
へ
ハ
御
披
見
奉
願
候
、
仍
而
如
斯
御
座
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候
、」
以
上
」

浅
野
内
匠
頭
長
矩
家
来
」

元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日
」

大
石
内
蔵
助
」

三
　
史
料
の
解
説

【
史
料
一
】
の
書
状
に
記
さ
れ
る
書
状
の
差
出
人
の
清
兵
衛
は
、
書
状
の
宛
名
人
で
あ
る
柏
木
甚
右
衛
門
の
養
父
久
右
衛
門
の
末
弟
で

あ
る
。
つ
ま
り
清
兵
衛
は
、
宛
名
人
の
柏
木
甚
右
衛
門
の
叔
父
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
文
中
に
出
る
「
玄
理
老
」
は
久
右
衛
門

の
道
号
で
、「
休
庵
」
は
久
右
衛
門
の
す
ぐ
下
の
弟
で
あ
る
（「
柏
木
家
文
書
三
六
「
柏
家
系
」
略
系
図
」
参
照
）。【
史
料
三
】
の
端
裏
書

に
「
清
六
衆
」、
そ
し
て
【
史
料
四
】
の
端
裏
書
に
「
い
つ
ミ
や
清
六
衆
」
と
あ
る
清
六
と
は
、
お
そ
ら
く
清
兵
衛
の
子
か
後
継
者
で
い

つ
ミ
や
（
和
泉
屋
）
と
い
う
屋
号
を
使
用
し
て
江
戸
で
商
売
を
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
「
い
つ
ミ
や
」
に
つ
い
て
は
、
断
簡
で
あ

る
が
「
覚
」（
柏
木
家
文
書
三
六
）
の
中
に
「
松
平
兵
部
様
御
う（

裏
）ら

門
前
、
白
金
町
元
い
つ
ミ
や
久
右
衛
門
た（

店
）な

に
て
有
之
候
」
と
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
白
金
町
の
越
前
福
井
藩
松
平
家
下
屋
敷
（
中
央
区
新
川
一
、
二
丁
目
付
近
）
の
裏
門
前
に
位
置
す
る
場
所

に
店
舗
を
構
え
て
い
た
ら
し
い
。

【
史
料
一
】
の
書
状
の
冒
頭
で
清
兵
衛
は
、
甚
右
衛
門
か
ら
の
正
月
四
日
付
の
書
状
が
二
月
七
日
に
届
き
、
内
容
を
拝
読
し
た
と
あ
る
。

駿
東
郡
茶
畑
村
か
ら
江
戸
ま
で
一
か
月
を
超
え
る
日
数
が
か
か
っ
た
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
既
に
旧
赤
穂
藩
士
討
入
り
の
情
報
を
入

手
し
て
い
た
ら
し
い
甚
右
衛
門
は
、
こ
の
四
日
付
の
書
状
で
更
な
る
詳
細
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
江
戸
在
住
の
叔
父
清
兵
衛
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に
求
め
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
清
兵
衛
は
、
甚
右
衛
門
と
そ
の
養
父
久
右
衛
門
で
兄
の
玄
理
老
及
び
そ
の
下
の
兄
の
休
庵
老
が
無
事
に
越
年
し
た
こ
と

を
寿
ぎ
、
自
身
も
無
事
に
年
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
と
報
告
す
る
。

第
一
条
で
「
旧
冬
之
一
義
」
つ
ま
り
旧
赤
穂
藩
士
討
入
り
の
事
件
は
「
先
代
珍
敷
事
」、
つ
ま
り
一
つ
前
の
時
代
で
さ
え
な
か
っ
た
思

い
も
掛
け
な
い
重
大
な
事
件
で
あ
る
と
世
間

で
は
噂
し
て
い
る
と
す
る
。

第
二
条
で
は
討
入
り
の
経
緯
を
簡
単
に
述

べ
る
。
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
本
所
に
あ
る
吉

良
邸
の
裏
門
を
掛
矢
で
打
ち
、
火
事
と
連
呼

し
て
そ
の
隙
に
門
際
の
塀
に
梯
子
を
掛
け
て

邸
内
に
侵
入
し
、
玄
関
を
打
ち
破
っ
た
。
義

央
は
寝
間
か
ら
脱
出
し
て
縁
（
縁
の
下
か
）

に
隠
れ
た
が
、
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
が
方
々
捜

索
し
て
見
つ
け
出
し
、
首
を
取
っ
た
。
義
央

を
討
ち
取
っ
た
者
を
吉
良
邸
の
人
間
は
知
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
は
っ
き
り
と
答
え
な
い
と

す
る
。

第
三
条
で
は
義
央
は
な
か
な
か
出
向
い
て

〇

休
庵

甚
右
衛
門
室

女
子

広
勝

伝
三
郎

女
子

早
世

早
世

甚
右
衛
門

清
兵
衛

広
安

久
右
衛
門

広
長

広
光

広
信

六
郎
右
衛
門

広
儀

久
右
衛
門

玄
理
老

勘
之
丞

早
世

実
勝
俣
氏
ノ
産

実
広
儀
長
女

新
右
衛
門
尉

宮
内
丞

掃
部

柏
木
氏
略
系
図

信
広境
川
出
羽
守

広
久

（「
柏
家
系
」
等
か
ら
作
図
）
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戦
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
で
き
る
だ
け
屋
敷
の
奥
ま
で
侵
入
し
て
方
々
を
探
し
た
と
い
う
。

第
四
条
で
は
、
連
判
状
に
署
名
し
た
者
以
外
は
討
ち
入
り
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
討
ち
入
り
後
に
分
か
っ
た
こ
と
と
す
る
。

こ
の
連
判
状
と
は
、
討
入
り
へ
の
準
備
に
入
っ
た
元
禄
十
四
年
七
月
か
ら
八
月
初
め
に
か
け
て
約
百
二
十
人
の
同
士
が
提
出
し
た
牛
王
法

印
の
神
文
に
血
判
し
た
神
罰
起
請
文
の
こ
と
だ
ろ
う（

（1
（

。

第
五
条
で
は
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
が
義
央
の
首
を
取
っ
た
の
ち
も
夜
明
け
ま
で
は
吉
良
邸
に
居
た
こ
と
、
火
の
用
心
な
ど
ま
で
十
分
配
意

し
、
夜
が
明
け
て
か
ら
首
を
持
っ
て
銘
々
が
隊
列
を
組
み
、
屋
敷
を
静
か
に
出
立
し
て
泉
岳
寺
へ
行
っ
た
こ
と
、
吉
良
邸
か
ら
泉
岳
寺
ま

で
の
距
離
は
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
で
あ
る
こ
と
、
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
泉
岳
寺
の
寺
僧
に
申
し
入
れ
て
寺
内
に
入
り
、
浅
野
長
矩
の
墓
前

に
義
央
の
首
を
供
え
、
集
ま
っ
て
居
た
こ
と
、
泉
岳
寺
住
職
か
ら
も
使
者
を
派
遣
し
て
無
理
や
り
寺
に
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
を
押
し
込
ん
だ

こ
と
、
そ
の
う
ち
に
御
目
付
衆
が
や
っ
て
き
て
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
か
ら
事
情
を
聴
き
、
そ
れ
か
ら
大
目
付
で
あ
る
仙
石
久
尚
邸
に
召
集
さ

れ
、
順
々
に
口
上
書
が
作
成
さ
れ
た
の
ち
、
当
分
の
間
お
預
け
の
身
分
と
な
っ
た
と
記
す
。

第
六
条
で
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
夜
討
ち
装
束
の
ま
ま
で
泉
岳
寺
（
高
輪
二
丁
目
一
一
─
一
）
か
ら
愛
宕
下
の
仙
石
久
尚
邸
（
港
区
虎
ノ

門
二
丁
目
八
）
に
参
上
し
た
が
、
そ
の
道
中
は
筆
に
尽
く
し
が
た
い
ほ
ど
の
多
く
の
見
物
人
が
い
た
こ
と
を
記
す
。

第
七
条
で
は
、
今
月
四
日
に
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
全
員
が
切
腹
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
預
け
ら
れ
た
大
名
屋
敷
で
切
腹
し
た

こ
と
、
全
員
が
遺
言
を
残
し
、
同
じ
作
法
で
切
腹
し
た
の
ち
、
死
骸
は
桶
に
入
れ
て
そ
の
上
か
ら
布
で
巻
き
、
全
員
の
桶
が
新
し
い
乗
り

物
に
入
れ
ら
れ
て
預
け
先
の
大
名
屋
敷
で
あ
る
一
細
川
、
二
松
平
、
三
水
野
、
四
毛
利
の
番
付
ど
お
り
に
泉
岳
寺
に
運
び
込
ま
れ
、
長
矩

の
墓
前
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
、
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
の
墓
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
預
か
り
先
の
大
名
家
か
ら
竹
や
丸
太
を
粗
く
組
ん
で
作
っ
た

臨
時
の
囲
い
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
近
頃
ま
で
は
一
切
人
を
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
一
両
日
以
前
に
人
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

大
勢
の
見
物
人
が
押
し
掛
け
た
こ
と
、
見
物
人
の
う
ち
武
家
の
人
々
は
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
の
俗
名
を
書
き
付
け
に
記
し
た
と
す
る
。

【
表

２
】

吉
良

家
家

臣
負

傷
者

表
記

比
較

表

(Endnotes)
1　『

忠
臣

蔵
』

第
一

巻
、

赤
穂

市
、

一
九

八
九

年
、

一
三

九
頁

表
８

、
一

四
一

頁
表

９
。

2　
 「

浅
野

内
匠

家
来

口
上

」
前

掲
注

３
『

忠
臣

蔵
　

第
三

巻
』

六
、

三
一

。

3　
 「

小
野

寺
十

内
書

状
」「

不
破

数
右

衛
門

書
状

」「
富

森
助

右
衛

門
筆

記
」

前
掲

注
３

『
忠

臣
蔵

 第
三

巻
』

六
、

三
四

、（
４

）、
四

二
一

頁
、（

５
）、

四
二

三
頁

、
三

五
、（

１
）、

四
二

六
頁

。

4　「
富

森
助

右
衛

門
筆

記
」、「

小
野

寺
十

内
申

上
書

」
前

掲
注

３
『

忠
臣

蔵
 第

三
巻

』
六

、
三

五
、〈

１
〉、

四
二

七
頁

、（
２

）、
四

三
〇

頁
、「

赤
城

義
臣

対
話

」
七

、
四

一
、

五
二

九
頁

。

5　
 前

掲
注

18「
小

野
寺

十
内

申
上

書
」

四
三

〇
頁

。
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第
八
条
で
は
夜
討
ち
の
時
に
、
も
し
旧
赤
穂
藩
士
全
員
が
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
時
の
為
に
、
後
々
御
役
人
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
夜
討
ち

の
趣
意
を
記
し
た
口
上
書
を
吉
良
邸
に
残
し
置
い
た
と
し
、
そ
の
口
上
書
の
写
し
は
現
在
見
当
た
ら
な
い
が
、
お
っ
て
進
上
す
る
と
記
す
。

こ
の
口
上
書
の
写
し
が
【
史
料
六
】
の
文
書
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
口
上
書
の
よ
り
正
確
な
写
し
と
み
ら
れ
る
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所

蔵
史
料（

（1
（

と
比
較
す
る
と
、
欠
落
・
誤
記
と
思
わ
れ
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
。

第
九
条
で
は
、
義
央
の
子
左
兵
衛
義
周
も
少
々
の
負
傷
を
し
た
が
、
早
々
に
治
癒
し
た
と
し
、
義
周
も
四
日
に
大
名
家
に
お
預
け
の
身

分
と
な
り
、
吉
良
家
は
断
絶
し
た
と
す
る
。

第
十
条
で
は
、
い
ろ
い
ろ
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
あ
る
が
、
老
人
が
書
い
た
も
の
な
の
で
、
手
も
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
ま
た
は
記
述

が
前
後
に
な
る
な
ど
で
読
み
に
く
い
と
思
う
が
、
と
り
あ
え
ず
お
お
よ
そ
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
、
と
記
す
。

第
十
一
条
で
は
玄
理
老
や
休
庵
老
に
も
別
に
手
紙
を
認
め
て
申
し
上
げ
た
い
け
れ
ど
も
、
特
に
内
容
に
は
変
わ
り
が
な
い
の
で
、
よ
ろ

し
く
心
得
ら
れ
て
申
し
て
下
さ
い
と
す
る
。

そ
し
て
末
尾
の
条
で
は
、
書
付
は
こ
れ
以
外
に
一
通
到
来
し
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
は
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
の
預
か
り
先
で
あ
る
水
野
監

物
忠
之
の
屋
敷
（
港
区
芝
五-

二
〇-

二
〇
）
か
ら
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
少
し
も
相
違
は
な
い
と
す
る
。
し
か
し
老
人
に
よ
る
筆

跡
な
の
で
読
む
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
し
、
あ
ま
り
急
い
で
他
人
に
は
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
と
結
ん
で
い
る
。

【
史
料
一
】
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
ら
は
、
同
時
代
史
料
に
照
ら
す
と
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
例
え
ば
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
、
吉
良
邸
の

討
ち
入
り
に
際
し
て
は
、
裏
門
の
み
か
ら
で
は
な
く
、
表
門
と
裏
門
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
か
ら
侵
入
し
て
い
る
。
一
般
に
武
家

屋
敷
と
い
う
も
の
は
、
表
門
は
堅
牢
な
造
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
掛
矢
で
門
扉
を
打
ち
破
る
の
は
無
理
で
、
こ
の
た
め
旧
赤
穂
藩
士
た

ち
の
う
ち
、
表
門
組
は
塀
に
梯
子
を
掛
け
て
屋
根
を
乗
り
越
え
て
侵
入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
裏
門
は
そ
れ
ほ
ど
堅
固
な
造
作
で
は

な
か
っ
た
ら
し
く
、
裏
門
組
は
掛
矢
で
打
ち
破
っ
て
侵
入
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
ま
た
義
央
が
縁
（
縁
の
下
か
）
に
隠
れ
た
と
い
う
事
実

戦
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
で
き
る
だ
け
屋
敷
の
奥
ま
で
侵
入
し
て
方
々
を
探
し
た
と
い
う
。

第
四
条
で
は
、
連
判
状
に
署
名
し
た
者
以
外
は
討
ち
入
り
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
討
ち
入
り
後
に
分
か
っ
た
こ
と
と
す
る
。

こ
の
連
判
状
と
は
、
討
入
り
へ
の
準
備
に
入
っ
た
元
禄
十
四
年
七
月
か
ら
八
月
初
め
に
か
け
て
約
百
二
十
人
の
同
士
が
提
出
し
た
牛
王
法

印
の
神
文
に
血
判
し
た
神
罰
起
請
文
の
こ
と
だ
ろ
う（

（1
（

。

第
五
条
で
は
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
が
義
央
の
首
を
取
っ
た
の
ち
も
夜
明
け
ま
で
は
吉
良
邸
に
居
た
こ
と
、
火
の
用
心
な
ど
ま
で
十
分
配
意

し
、
夜
が
明
け
て
か
ら
首
を
持
っ
て
銘
々
が
隊
列
を
組
み
、
屋
敷
を
静
か
に
出
立
し
て
泉
岳
寺
へ
行
っ
た
こ
と
、
吉
良
邸
か
ら
泉
岳
寺
ま

で
の
距
離
は
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
で
あ
る
こ
と
、
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
泉
岳
寺
の
寺
僧
に
申
し
入
れ
て
寺
内
に
入
り
、
浅
野
長
矩
の
墓
前

に
義
央
の
首
を
供
え
、
集
ま
っ
て
居
た
こ
と
、
泉
岳
寺
住
職
か
ら
も
使
者
を
派
遣
し
て
無
理
や
り
寺
に
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
を
押
し
込
ん
だ

こ
と
、
そ
の
う
ち
に
御
目
付
衆
が
や
っ
て
き
て
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
か
ら
事
情
を
聴
き
、
そ
れ
か
ら
大
目
付
で
あ
る
仙
石
久
尚
邸
に
召
集
さ

れ
、
順
々
に
口
上
書
が
作
成
さ
れ
た
の
ち
、
当
分
の
間
お
預
け
の
身
分
と
な
っ
た
と
記
す
。

第
六
条
で
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
夜
討
ち
装
束
の
ま
ま
で
泉
岳
寺
（
高
輪
二
丁
目
一
一
─
一
）
か
ら
愛
宕
下
の
仙
石
久
尚
邸
（
港
区
虎
ノ

門
二
丁
目
八
）
に
参
上
し
た
が
、
そ
の
道
中
は
筆
に
尽
く
し
が
た
い
ほ
ど
の
多
く
の
見
物
人
が
い
た
こ
と
を
記
す
。

第
七
条
で
は
、
今
月
四
日
に
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
は
全
員
が
切
腹
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
預
け
ら
れ
た
大
名
屋
敷
で
切
腹
し
た

こ
と
、
全
員
が
遺
言
を
残
し
、
同
じ
作
法
で
切
腹
し
た
の
ち
、
死
骸
は
桶
に
入
れ
て
そ
の
上
か
ら
布
で
巻
き
、
全
員
の
桶
が
新
し
い
乗
り

物
に
入
れ
ら
れ
て
預
け
先
の
大
名
屋
敷
で
あ
る
一
細
川
、
二
松
平
、
三
水
野
、
四
毛
利
の
番
付
ど
お
り
に
泉
岳
寺
に
運
び
込
ま
れ
、
長
矩

の
墓
前
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
、
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
の
墓
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
預
か
り
先
の
大
名
家
か
ら
竹
や
丸
太
を
粗
く
組
ん
で
作
っ
た

臨
時
の
囲
い
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
近
頃
ま
で
は
一
切
人
を
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
一
両
日
以
前
に
人
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

大
勢
の
見
物
人
が
押
し
掛
け
た
こ
と
、
見
物
人
の
う
ち
武
家
の
人
々
は
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
の
俗
名
を
書
き
付
け
に
記
し
た
と
す
る
。

【
表

２
】

吉
良

家
家

臣
負

傷
者

表
記

比
較

表

(Endnotes)
1　『

忠
臣

蔵
』

第
一

巻
、

赤
穂

市
、

一
九

八
九

年
、

一
三

九
頁

表
８

、
一

四
一

頁
表

９
。

2　
 「

浅
野

内
匠

家
来

口
上

」
前

掲
注

３
『

忠
臣

蔵
　

第
三

巻
』

六
、

三
一

。

3　
 「

小
野

寺
十

内
書

状
」「

不
破

数
右

衛
門

書
状

」「
富

森
助

右
衛

門
筆

記
」

前
掲

注
３

『
忠

臣
蔵

 第
三

巻
』

六
、

三
四

、（
４

）、
四

二
一

頁
、（

５
）、

四
二

三
頁

、
三

五
、（

１
）、

四
二

六
頁

。

4　「
富

森
助

右
衛

門
筆

記
」、「

小
野

寺
十

内
申

上
書

」
前

掲
注

３
『

忠
臣

蔵
 第

三
巻

』
六

、
三

五
、〈

１
〉、

四
二

七
頁

、（
２

）、
四

三
〇

頁
、「

赤
城

義
臣

対
話

」
七

、
四

一
、

五
二

九
頁

。

5　
 前

掲
注

18「
小

野
寺

十
内

申
上

書
」

四
三

〇
頁

。
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を
記
し
た
記
録
は
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
義
央
は
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
が
侵
入
し
た
と
の
報
告
を
受
け
、
取
り
急
ぎ
寝
間
を
脱
出
し
て
、

台
所
脇
の
小
部
屋
と
も
炭
部
屋
と
も
い
わ
れ
る
部
屋
に
侍
三
人
ば
か
り
を
引
き
連
れ
て
隠
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
て
討
ち
取
ら
れ

た
、
と
い
う
の
が
旧
赤
穂
藩
士
側
の
証
言
で
あ
る（

（1
（

。
た
だ
こ
れ
も
旧
赤
穂
藩
士
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
屋
敷
を
三
度
に
わ
た
り
捜
索
し
て
も

義
央
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
激
高
し
た
旧
赤
穂
藩
士
が
、
義
央
は
天
井
か
床
下
な
ど
に
隠
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、
片
っ
端
か
ら
火

を
付
け
て
焼
き
立
て
ろ
、
と
声
高
に
罵
っ
た
と
も
記
さ
れ
る
の
で（

（1
（

、
こ
の
あ
た
り
の
言
動
が
混
同
さ
れ
て
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
他
は
同
時
代
史
料
に
照
ら
し
て
も
ほ
ぼ
矛
盾
の
な
い
記
述
と
な
っ
て
お
り
、
取
り
分
け
大
目
付
仙
石
久
尚
の
召
集
を
受
け
て
旧
赤

穂
藩
士
た
ち
が
泉
岳
寺
か
ら
仙
石
邸
に
赴
い
た
道
中
に
、
見
物
人
が
群
集
し
た
と
の
記
述
は
、
清
兵
衛
自
身
か
、
和
泉
屋
の
奉
公
人
が
実

際
に
見
聞
し
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
第
二
条
末
尾
に
、
義
央
を
討
ち
取
っ
た
旧
赤
穂
藩
士
の
名
前
を
吉
良
邸
の
屋
敷
の
者
は
承
知
し
て
い
る
よ
う
だ
、
と
記
す
の

は
、
清
兵
衛
自
身
か
和
泉
屋
の
奉
公
人
が
、
直
接
吉
良
邸
に
居
た
者
に
確
認
し
た
と
み
ら
れ
る
。
拙
稿
で
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
吉
良

家
家
老
衆
が
連
署
し
て
、
他
家
で
あ
る
大
名
家
に
そ
の
被
害
状
況
を
記
し
た
書
状
を
遣
わ
し
た
例
も
み
ら
れ
る
か
ら（

（2
（

、
吉
良
側
の
情
報
の

聴
取
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、【
史
料
二
】
及
び
【
史
料
三
】
に
み
ら
れ
る
、
討
ち
入
り
の
被
害
者
で
あ
る

吉
良
家
家
臣
の
氏
名
の
表
記
は
、
一
次
史
料
の
写
し
（「
睡
余
小
録
」
所
収
文
書
）
に
照
ら
し
て
も
比
較
的
正
確
で
あ
る
（【
表
１
】【
表
２
】。

な
お
【
史
料
二
】
は
戦
死
者
の
名
前
に
新
貝
弥
七
郎
と
榊
原
平
右
衛
門
の
名
を
逸
し
て
い
る
が
、【
史
料
三
】
に
は
記
載
が
あ
る
の
で
転

記
漏
れ
と
み
ら
れ
る
）。
そ
れ
ば
か
り
か
、
他
の
記
録
に
は
な
い
記
述
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
【
史
料
二
】
は
、
負
傷
し
た
吉
良
家
の

取
次
役
の
清
水
団
右
衛
門
を
戦
死
し
た
清
水
一
学
の
兄
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
書
に
は
み
ら
れ
な
い
情
報
で
あ
る
。
吉
良
家
家
臣
清

水
氏
の
史
料
は
乏
し
く
、
僅
か
に
清
水
一
学
に
つ
い
て
、
吉
良
家
の
江
戸
に
お
け
る
墓
所
で
あ
る
万
昌
院
の
過
去
帳
に
戒
名
が
記
さ
れ（

（2
（

て

い
る
の
と
、
国
元
の
清
水
家
菩
提
寺
で
あ
る
円
融
寺
（
西
尾
市
吉
良
町
宮
迫
）
の
過
去
帳
に
戒
名
が
記
さ
れ（

（2
（

、
円
融
寺
裏
手
の
共
同
墓
地

【
表

１
】

吉
良

家
家

臣
戦

死
者

表
記

比
較

表



史
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に
石
塔
が
遺
さ
れ
て

い
る
く
ら
い
で
あ
る（

（2
（

。

現
在
伝
え
ら
れ
て
い

る
清
水
一
学
に
つ
い

て
の
事
績
は
、
時
代

考
証
家
の
三
田
村
鳶

魚
が
、
新
聞
記
者
時

代
で
あ
る
明
治
四
十

年
（
一
九
〇
七
）
頃

に
、
一
学
の
生
家
で

あ
る
と
さ
れ
る
児
玉

家
当
主
藤
左
衛
門
か

ら
聞
き
取
っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る（

（2
（

。

ま
た
【
史
料
三
】
に
は
見
え
な
い
が
、【
史
料
二
】
の
負
傷
者
の
中
に
「
羽
織
屋　

平
右
衛
門
」
と
記
し
、
こ
の
者
は
日
頃
か
ら
吉
良

家
お
抱
え
の
者
で
あ
る
と
注
記
す
る
。
平
右
衛
門
の
名
前
は
先
述
の
吉
良
家
家
老
連
署
状
写
に
も
、
幕
府
の
公
式
記
録
で
あ
る
「
吉
良
本

所
屋
敷
検
使
一
件
」（

（2
（

に
も
見
え
な
い
が
、
士
分
で
な
い
身
分
の
た
め
記
載
が
省
略
さ
れ
た
可
能
性
が
残
る（

（2
（

。
さ
ら
に
【
史
料
二
】
は
戦
死

し
た
中
間
に
つ
い
て
、
吉
良
家
家
老
松
原
多
中
の
家
来
で
あ
る
と
記
す
。「
吉
良
本
所
屋
敷
検
使
一
件
」
に
よ
る
と
戦
死
し
た
中
間
は
「
権

十
郎
」
と
い
う
名
乗
り
で
あ
り
、
尾
張
藩
士
朝
日
重
章
が
著
し
た
「
塵
点
録
」
に
よ
れ
ば
権
十
郎
の
頭
書
に
「
横
須
賀
村
」
と
記
し
て
い

を
記
し
た
記
録
は
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
義
央
は
旧
赤
穂
藩
士
た
ち
が
侵
入
し
た
と
の
報
告
を
受
け
、
取
り
急
ぎ
寝
間
を
脱
出
し
て
、

台
所
脇
の
小
部
屋
と
も
炭
部
屋
と
も
い
わ
れ
る
部
屋
に
侍
三
人
ば
か
り
を
引
き
連
れ
て
隠
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
て
討
ち
取
ら
れ

た
、
と
い
う
の
が
旧
赤
穂
藩
士
側
の
証
言
で
あ
る（

（1
（

。
た
だ
こ
れ
も
旧
赤
穂
藩
士
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
屋
敷
を
三
度
に
わ
た
り
捜
索
し
て
も

義
央
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
激
高
し
た
旧
赤
穂
藩
士
が
、
義
央
は
天
井
か
床
下
な
ど
に
隠
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、
片
っ
端
か
ら
火

を
付
け
て
焼
き
立
て
ろ
、
と
声
高
に
罵
っ
た
と
も
記
さ
れ
る
の
で（

（1
（

、
こ
の
あ
た
り
の
言
動
が
混
同
さ
れ
て
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
他
は
同
時
代
史
料
に
照
ら
し
て
も
ほ
ぼ
矛
盾
の
な
い
記
述
と
な
っ
て
お
り
、
取
り
分
け
大
目
付
仙
石
久
尚
の
召
集
を
受
け
て
旧
赤

穂
藩
士
た
ち
が
泉
岳
寺
か
ら
仙
石
邸
に
赴
い
た
道
中
に
、
見
物
人
が
群
集
し
た
と
の
記
述
は
、
清
兵
衛
自
身
か
、
和
泉
屋
の
奉
公
人
が
実

際
に
見
聞
し
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
第
二
条
末
尾
に
、
義
央
を
討
ち
取
っ
た
旧
赤
穂
藩
士
の
名
前
を
吉
良
邸
の
屋
敷
の
者
は
承
知
し
て
い
る
よ
う
だ
、
と
記
す
の

は
、
清
兵
衛
自
身
か
和
泉
屋
の
奉
公
人
が
、
直
接
吉
良
邸
に
居
た
者
に
確
認
し
た
と
み
ら
れ
る
。
拙
稿
で
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
吉
良

家
家
老
衆
が
連
署
し
て
、
他
家
で
あ
る
大
名
家
に
そ
の
被
害
状
況
を
記
し
た
書
状
を
遣
わ
し
た
例
も
み
ら
れ
る
か
ら（

（2
（

、
吉
良
側
の
情
報
の

聴
取
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、【
史
料
二
】
及
び
【
史
料
三
】
に
み
ら
れ
る
、
討
ち
入
り
の
被
害
者
で
あ
る

吉
良
家
家
臣
の
氏
名
の
表
記
は
、
一
次
史
料
の
写
し
（「
睡
余
小
録
」
所
収
文
書
）
に
照
ら
し
て
も
比
較
的
正
確
で
あ
る
（【
表
１
】【
表
２
】。

な
お
【
史
料
二
】
は
戦
死
者
の
名
前
に
新
貝
弥
七
郎
と
榊
原
平
右
衛
門
の
名
を
逸
し
て
い
る
が
、【
史
料
三
】
に
は
記
載
が
あ
る
の
で
転

記
漏
れ
と
み
ら
れ
る
）。
そ
れ
ば
か
り
か
、
他
の
記
録
に
は
な
い
記
述
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
【
史
料
二
】
は
、
負
傷
し
た
吉
良
家
の

取
次
役
の
清
水
団
右
衛
門
を
戦
死
し
た
清
水
一
学
の
兄
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
書
に
は
み
ら
れ
な
い
情
報
で
あ
る
。
吉
良
家
家
臣
清

水
氏
の
史
料
は
乏
し
く
、
僅
か
に
清
水
一
学
に
つ
い
て
、
吉
良
家
の
江
戸
に
お
け
る
墓
所
で
あ
る
万
昌
院
の
過
去
帳
に
戒
名
が
記
さ
れ（

（2
（

て

い
る
の
と
、
国
元
の
清
水
家
菩
提
寺
で
あ
る
円
融
寺
（
西
尾
市
吉
良
町
宮
迫
）
の
過
去
帳
に
戒
名
が
記
さ
れ（

（2
（

、
円
融
寺
裏
手
の
共
同
墓
地

【
表

１
】

吉
良

家
家

臣
戦

死
者

表
記

比
較

表

番号 柏木家文書史料二 睡余小録
1 近所（習） 斎藤十郎兵衛 斎藤十郎兵衛
2 左兵衛殿家老 松原多中 松原多中
3 近所（習） 山好新八 山好新八郎
4 近所（習） 天野貞之丞 天野貞之進
5 用人 岩瀬舎人 ―
6 用人 宮石所左衛門 宮石所左衛門
7 祐筆 堀江勘左衛門 堀江勘左衛門
8 近所（習） 長松九郎兵衛 永松九郎兵衛
9 取次 清水団右衛門 清水団右衛門
10 中小姓 宮石志戸之助 宮石新兵衛
11 羽織屋 平右衛門

軽キ者共六七人12 厩之者別当 与五右衛門
13 泊り 茶坊主二人
14 普請奉行 加藤太左衛門 加藤太左衛門
15 役人 新池与左衛門 ―
16 中小姓 伊藤喜右衛門 伊東喜右衛門
17 中小姓 増田平馬 ―
18 取次 平賀助大夫 ―

【表 ２ 】吉良家家臣負傷者表記比較表

番号 柏木家文書史料二 睡余小録
1 家老 小林平八 小林平八郎
2 用人 鳥井理右衛門 鳥居利右衛門
3 近所（習） 清水一角 清水逸学
4 近所（習） 大須賀治部左衛門 大須賀治部右衛門
5 用人 須藤与一右衛門 須藤与一右衛門
6 宗田孫兵衛子 宗田源八 左右田源八郎
7 祐筆 鈴木元右衛門 鈴木元右衛門
8 中小姓 斎藤清左衛門 斎藤清左衛門
9 中小姓 杉山三左衛門 杉山三左衛門
10 松原多中家来 中間一人
11 料理人 小堀源二郎 小堺源次郎
12 泊り 小笠原長大郎 笠原長太郎
13 ― 足軽二人

軽キ者五六人15 ― 中間一人
16 泊り 茶坊主二人
17 ― ― 新貝弥七郎
18 ― ― 榊原平右衛門

【表 1 】吉良家家臣戦死者表記比較表
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る（
（2
（

。
こ
れ
は
吉
良
家
領
地
で
あ
る
幡
豆
郡
横
須
賀
村
（
西
尾
市
吉
良
町
上
横
須
賀
）
出
身
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
中
間
権
十
郎
は
吉
良
家
譜
代
の
家
老
松
原
家
の
家
中
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
討
ち
入
っ
た
側
の
旧
赤
穂
藩
士
の
氏
名
や
身
分
等
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
史
料
に
照
ら
す
と
か
な
り
不
正
確
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
特
に
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
（
旧
赤
穂
藩
士
ら
の
氏
名
の
表
記
の
校
正
は
『
忠
臣
蔵
』
第
一
巻（

（2
（

の
そ
れ
に
従
っ
た
）。
取

り
分
け
【
史
料
四
】
と
【
史
料
五
】
は
不
正
確
で
、
旧
赤
穂
藩
士
方
に
も
戦
死
者
四
人
が
出
た
と
か
、
旧
赤
穂
藩
士
の
四
十
六
人
の
預
け

先
で
あ
る
大
名
家
に
秋
田
信
濃
守
を
加
え
る
な
ど
、
史
実
と
は
異
な
る
記
述
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
【
史
料
二
】
は
、【
史
料
四
】

や
【
史
料
五
】
よ
り
は
正
確
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。【
史
料
三
】
と
【
史
料
四
】
の
そ
れ
ぞ
れ
の
端
裏
書
に
あ
る
「
清
六
衆
」
と
い
う

の
は
、
和
泉
屋
の
主
人
清
兵
衛
の
子
か
後
継
者
の
い
ず
み
屋
清
六
と
、
そ
の
奉
公
人
一
同
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
彼

ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
集
め
た
情
報
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
時
系
列
的
に
み
て
【
史
料
二
】
は
そ
の
の
ち
得
ら
れ
た
情
報
を
追
加

し
て
整
理
し
、
ま
と
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
【
史
料
二
】
に
も
史
実
と
相
違
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
岡
島

八
十
右
衛
門
に
つ
い
て
、「
こ
の
人
は
討
ち
入
り
に
は
参
加
し
て
働
い
た
が
吉
良
邸
で
そ
の
場
か
ら
退
去
し
た
。
こ
の
人
も
連
判
を
し
た

者
の
内
に
入
る
。」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
吉
田
忠
左
衛
門
付
の
足
軽
寺
坂
吉
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
る
。【
史
料
一
】
の
中
で
清
兵

衛
は
、「
こ
の
ほ
か
に
書
付
が
一
通
来
て
い
る
が
、
こ
れ
は
水
野
監
物
様
の
お
屋
敷
か
ら
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
確
で
あ
る
。」

と
し
て
い
る
の
に
、
誤
り
が
多
い
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
先
述
の
『
裾
野
市
史
資
料
叢
書
１
』
解
説
に
よ
る
と
、
宛
名
人
の
甚
右
衛

門
の
元
禄
十
六
年
当
時
の
推
定
年
齢
は
六
十
歳
半
ば
か
ら
七
十
歳
前
後
で
、
差
出
人
の
清
兵
衛
は
そ
れ
よ
り
年
長
と
み
ら
れ
る
の
で
、
当

時
と
し
て
は
か
な
り
の
老
齢
で
あ
り
（
い
ず
み
屋
も
清
六
が
跡
を
継
い
で
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
清
兵
衛
は
隠
居
身
分
と
思
わ
れ
る
。）、

本
人
が
記
す
よ
う
に
筆
遣
い
が
不
自
由
で
、
誤
写
・
誤
記
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
も
そ
も
元
の
史
料
も

誤
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
【
史
料
二
】
か
ら
【
史
料
六
】
以
外
に
別
の
書
付
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
亡
失
し
て
伝
わ
ら
な
か
っ
た



史
料
紹
介 

旧
赤
穂
藩
士
の
討
ち
入
り
と
そ
の
処
分
を
報
せ
る
書
状​

（
小
林
）

219

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
旧
赤
穂
藩
士
の
討
入
り
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
階
層
の
人
々
が
関
心
を
寄
せ
て
記
録
を
残
し
た
。
柏
木
甚
右

衛
門
と
清
兵
衛
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
こ
れ
は
柏
木
家
の
先
祖
が
戦
国
期
に
駿
東
郡
の
国
衆
葛
山
氏
に
出
仕
し
た
武
士
身
分
で
あ
っ
た

こ
と
も
作
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
う（

（2
（

。

大
名
・
旗
本
な
ど
当
時
の
武
士
階
級
の
人
々
は
、
そ
の
他
の
階
層
の
人
々
と
同
様
、
事
件
の
経
緯
等
に
つ
い
て
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て

さ
ま
ざ
ま
な
覚
書
を
作
成
し
て
お
り
、【
史
料
一
】
に
記
さ
れ
る
、
四
十
七
人
の
戒
名
を
書
き
付
け
て
い
た
武
士
も
そ
の
記
録
者
の
一
人

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
覚
書
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
行
き
、
後
の
義
士
伝
に
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
記
録
も
あ
る
。
し
か
し
伊
勢
国
無
足
人

で
あ
る
山
本
平
左
衛
門
な
ど
の
例
な
ど
を
除
く
と
、
彼
ら
武
士
階
級
の
者
が
事
件
の
評
価
を
し
た
記
録
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。

著
名
な
の
は
、
肥
前
佐
賀
藩
鍋
島
家
家
臣
山
本
神
右
門
常
朝
の
批
評
で
あ
る
。「
浅
野
家
浪
人
の
夜
討
ち
も
、
泉
岳
寺
で
腹
を
切
ら
な

か
っ
た
の
が
過
ち
で
あ
る
。
ま
た
主
君
を
討
た
れ
た
の
に
敵
を
討
つ
こ
と
が
延
び
延
び
と
な
っ
た
。
も
し
そ
の
間
に
吉
良
殿
が
病
死
を
し

た
ら
非
常
に
心
残
り
と
な
る
。
上
方
の
衆
は
知
恵
が
あ
る
か
ら
、
人
か
ら
褒
め
ら
れ
る
や
り
方
は
上
手
だ
け
れ
ど
も
、
長
崎
の
喧
𠵅
の
よ

う
に
無
分
別
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。」
と
常
朝
は
説
く（

（3
（

。
こ
の
考
え
方
は
当
時
の
武
士
と
し
て
は
至
極
当
然
の
思
考

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仇
を
持
っ
た
武
士
は
、
理
非
を
弁
じ
る
こ
と
な
く
直
ち
に
報
復
を
し
な
い
と
世
間
へ
の
面
目
が
保
て
な
い
の

で
あ
る
。

な
お
常
朝
が
い
う
「
長
崎
喧
𠵅
」
と
は
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
十
二
月
、
佐
賀
藩
士
ら
が
、
長
崎
町
年
寄
の
高
木
彦
衛
門
を
襲
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撃
し
た
事
件
を
指
す
。
こ
れ
は
同
年
十
二
月
十
九
日
、
長
崎
の
町
中
（
長
崎
市
万
才
町
）
に
お
い
て
佐
賀
藩
士
鍋
島
官
左
衛
門
家
来
深
堀

三
右
衛
門
ら
の
杖
が
彦
衛
門
の
体
に
当
た
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
彦
衛
門
の
家
来
と
の
喧
嘩
に
発
展
し
、
ま
ず
彦
衛
門
家
来
が
官
左
衛
門

の
屋
敷
へ
押
し
掛
け
て
屋
敷
門
内
に
て
散
々
打
擲
し
た
上
に
、
抜
刀
し
た
三
衛
門
の
刀
を
奪
い
取
っ
て
引
き
返
し
た
。
こ
れ
に
激
高
し
た

深
堀
方
は
、
翌
日
二
十
日
未
明
に
高
木
邸
に
切
り
込
ん
で
、
彦
衛
門
と
そ
の
家
来
五
人
を
斬
殺
し
た
。
そ
し
て
三
衛
門
ら
は
彦
衛
門
屋
敷

に
て
切
腹
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
事
実
旧
赤
穂
藩
士
の
中
に
も
、
時
日
を
移
さ
ず
、
事
の
成
否
を
問
わ
ず
に
直
ち
に
吉
良
義
央
を

襲
撃
す
べ
き
と
の
意
見
を
持
つ
者
が
い
た（

（3
（

。
結
局
の
と
こ
ろ
仇
討
ち
が
成
さ
れ
た
の
は
、
浅
野
長
矩
の
刃
傷
事
件
か
ら
一
年
九
か
月
も
後

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

お
そ
ら
く
当
時
の
武
士
の
心
性
か
ら
す
れ
ば
、
時
宜
に
遅
れ
た
行
動
で
あ
る
と
の
感
は
否
め
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
【
史
料
二
】、【
史
料
四
】
及
び
【
史
料
五
】
に
記
さ
れ
る
旧
赤
穂
藩
士
四
十
七
人
の
名
簿
の
末
尾
に
は
、
連
判
に
署
名
し
な
が
ら

脱
落
し
た
人
々
で
あ
る
中
田
理
平
次
・
中
村
清
右
衛
門
・
鈴
田
重
八
及
び
田
中
貞
四
郎
四
人
の
名
前
も
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
四

名
の
者
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
各
所
に
潜
伏
し
て
討
入
り
に
備
え
て
い
た
者
た
ち
で
、
元
禄
十
五
年
十
一
月
に
入
っ
て
か
ら
に
わ
か
に
脱
落

し
た
の
で
あ
る
。
脱
落
し
た
理
由
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
刃
傷
事
件
後
直
ち
に
江
戸
詰
め
の
旧
赤
穂
藩
士
だ
け
で
吉
良
義
央
を
襲
撃
し
て

い
れ
ば
、
彼
ら
に
「
連
判
之
衆
ニ
而
、
俄
ニ
迯
候
衆
」（【
史
料
二
】）
と
の
烙
印
が
押
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
旧
赤
穂
藩
士
を
預
か
っ
た
肥
後
熊
本
藩
細
川
家
家
臣
堀
内
伝
右
衛
門
の
覚
書
に
は
、
旧
赤
穂
藩
士
の
忠
義
の
働
き
は
古
今
無
双

の
忠
臣
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
る
と
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
駕
籠
か
き
や
日
雇
い
の
者
ま
で
も
が
感
激
し
、
屋
敷
に
出
入
り
す
る
町
人
も
旧
赤

穂
藩
士
の
話
ば
か
り
を
す
る
、
と
記
さ
れ
る（

（3
（

。
つ
ま
り
江
戸
中
の
武
士
身
分
以
外
の
武
家
奉
公
人
や
町
人
は
、
旧
赤
穂
藩
士
の
討
ち
入
り

を
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
幕
府
も
、
既
に
武
士
身
分
を
失
っ
て
い
る
旧
赤
穂
藩
士
を
、
武
士
と
し
て
扱
い
名
誉
あ
る
切
腹
の
処

分
を
下
し
た
上
に
、
陪
臣
に
は
本
来
は
し
な
い
検
使
を
切
腹
の
場
に
派
遣
す
る
な
ど
の
厚
遇
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
を
受
け
て
、
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旧
赤
穂
藩
士
に
対
す
る
武
士
達
の
評
価
も
次
第
に
改
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

注（
1
）　
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
十
四
、
東
京
市
役
所
、
一
九
三
二
年
、
八
五
〇
頁
。

（
2
）　

伊
勢
安
濃
津
藩
藤
堂
家
の
無
足
人
山
本
平
左
衛
門
日
並
記
元
禄
十
六
年
正
月
十
二
日
条
『
清
文
堂
史
料
叢
書
第
21
刊　

大
和
国
無
足
人
日
記
上
巻
』

清
文
堂
出
版
、
一
九
八
八
年
、
三
四
九
頁
。

（
3
）　

信
濃
高
島
藩
諏
訪
家
書
状
と
し
て
、
諏
訪
市
博
物
館
寄
託
資
料
矢
島
家
文
書
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
五
日
付
書
状
・
十
二
月
十
六
日
付
書
状
、
丹

後
宮
津
藩
奥
平
家
書
状
と
し
て
『
忠
臣
蔵
第
三
巻
』
赤
穂
市
総
務
部
市
史
編
さ
ん
室
、
一
九
八
七
年
、
六
、
四
〇
、（
2
）、
四
五
五
頁
、
伊
勢
桑

名
藩
久
松
松
平
家
覚
書
と
し
て
『
忠
臣
蔵
第
三
巻
』
六
、
四
〇
、（
3
）、
四
五
七
頁
。
ま
た
武
士
で
は
な
い
が
、
築
地
本
願
寺
が
京
都
本
願
寺
に

事
件
を
報
告
し
た
返
書
と
し
て
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
蔵
「
江
戸
江
遣
書
状
留
帳
」
元
禄
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
条
も
あ
る
。

（
4
）　

出
羽
秋
田
藩
佐
竹
家
家
老
岡
本
又
太
郎
元
朝
の
日
記
「
岡
本
元
朝
日
記
」
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、
元
禄
十
五
年
十
二
月
二
十
三
日
条
、
二
十
六
日
条
、

二
十
七
日
条
、
元
禄
十
六
年
二
月
十
七
日
条
、
尾
張
名
古
屋
藩
徳
川
家
家
臣
朝
日
文
左
衛
門
重
章
の
日
記
「
鸚
鵡
籠
中
記
」
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
、

元
禄
十
五
年
十
二
月
十
五
日
条
、
藩
の
公
用
日
記
と
し
て
「
島
原
藩
日
記
」
元
禄
十
六
年
正
月
三
日
条
（『
島
原
藩
日
記
巻
七
』
島
原
市
教
育
委
員

会
、
二
〇
一
五
年
、
三
頁
）。

（
5
）　
「
伊
藤
氏
家
乗
」
影
印
書
写
版
、
天
理
図
書
館
蔵
、
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日
条
。

（
6
）　
「
中
村
雑
記
」
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
、
請
求
番
号
二
一
三
―
〇
〇
三
〇
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。

（
7
）　

平
井
誠
二
「
朝
廷
か
ら
み
た
赤
穂
事
件
」『
歴
史
評
論
』
六
一
七
、
二
〇
〇
一
年
。

（
8
）　

東
京
大
学
経
済
学
部
所
蔵
「
浅
田
家
文
書
」
所
理
喜
夫
編
『
古
文
書
の
語
る
日
本
史
６
江
戸
前
期
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
、
五
一
四
頁
。

（
9
）　

町
立
近
江
日
野
商
人
館
所
蔵
文
書
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
五
日
付
書
状
。

（
10
）　

杉
山
一
弥
「
室
町
幕
府
奉
公
衆
葛
山
氏
」『
国
史
学
』
一
七
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
関
口
宏
行
「
戦
国
大
名
今
川
氏
の
黒
国
人
領
主
葛
山
氏
の
領
国
支

配
の
展
開
」『
駿
河
の
今
川
氏
』
第
５
集
、
谷
島
屋
書
店
、
一
九
八
〇
年
。
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（
11
）　

大
石
泰
史
編
『
全
国
国
衆
ガ
イ
ド
戦
国
の
“
地
元
の
殿
様
”
た
ち
』
星
海
社
新
書
、
二
〇
一
五
年
、
糟
谷
幸
裕
「
葛
山
信
貞
」
丸
島
和
洋
編
『
武

田
信
玄
の
子
供
た
ち
』
宮
帯
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
。

（
12
）　

樫
な
ど
の
堅
い
木
で
作
っ
た
大
き
な
槌
。
く
い
打
ち
や
扉
を
打
ち
破
る
の
に
用
い
る
。

（
13
）　

ど
う
つ
く
、
ど
突
く
、
ぶ
ん
殴
る
。

（
14
）　

同
じ
名
字
の
者
に
奥
田
貞
右
衛
門
が
い
る
が
、
孫
太
夫
の
実
子
で
は
な
く
、
養
子
婿
で
あ
る
。

（
15
）　
『
忠
臣
蔵
』
第
一
巻
、
赤
穂
市
、
一
九
八
九
年
、
一
三
九
頁
表
８
、
一
四
一
頁
表
９
。

（
16
）　
「
浅
野
内
匠
家
来
口
上
」
前
掲
注
３
『
忠
臣
蔵　

第
三
巻
』
六
、
三
一
。

（
17
）　
「
小
野
寺
十
内
書
状
」「
不
破
数
右
衛
門
書
状
」「
富
森
助
右
衛
門
筆
記
」
前
掲
注
３
『
忠
臣
蔵 

第
三
巻
』
六
、
三
四
、（
４
）、
四
二
一
頁
、（
５
）、

四
二
三
頁
、
三
五
、（
１
）、
四
二
六
頁
。

（
18
）　
「
富
森
助
右
衛
門
筆
記
」、「
小
野
寺
十
内
申
上
書
」
前
掲
注
３
『
忠
臣
蔵 

第
三
巻
』
六
、
三
五
、〈
１
〉、
四
二
七
頁
、（
２
）、
四
三
〇
頁
、「
赤
城

義
臣
対
話
」
七
、
四
一
、
五
二
九
頁
。

（
19
）　

前
掲
注
18
「
小
野
寺
十
内
申
上
書
」
四
三
〇
頁
。

（
20
）　

拙
稿
「
討
入
り
後
の
吉
良
家
家
臣
連
署
状
写
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
大
倉
山
論
集
』
六
五
、
二
〇
一
九
年
。

（
21
）　

第
二
十
三
世
虎
厳
済
哲
筆
「
萬
昌
院
過
去
帳
」『
萬
昌
院
功
運
寺
史
』
萬
昌
院
功
運
寺
、
一
九
九
〇
年
、
七
四
頁
。

（
22
）　

現
在
の
円
融
寺
過
去
帳
に
「
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
五
日
、
実
相
院
宗
禅
信
士
、
一
学
也
、
清
水
藤
兵
衛
弟
、
江
戸
に
て
死
去
、
吉
良
上
野
介
家
臣
、

吉
良
家
主
従
同
死
去
」
と
記
さ
れ
る
。

（
23
）　�

西
尾
市
吉
良
町
寺
嶋
に
あ
る
「
畑
中
地
蔵
」
は
、
戦
国
期
に
戦
死
し
た
吉
良
家
家
老
冨
永
伴
五
郎
を
祭
る
石
造
の
地
蔵
尊
像
で
あ
る
が
、
そ
の
台

座
銘
に
よ
る
と
、
享
保
二
庚
子
（
一
七
一
七
）
臘
月
（
十
二
月
）
に
、
清
水
辰
政
・
斉
藤
央
信
・
天
野
元
宣
・
鳥
居
崇
次
の
名
士
ら
が
製
作
・
寄

進
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
鳥
居
崇
次
は
吉
良
邸
で
戦
死
し
た
鳥
居
利
右
衛
門
正
次
の
又
従
兄
弟
で
あ
り
、
清
水
辰
政
は
崇
次
の
舅
で
、
旗

本
小
笠
原
氏
領
寺
嶋
村
代
官
の
清
水
伝
太
夫
辰
政
の
こ
と
で
あ
る
（「
岡
山
鳥
居
家
過
去
帳
」）。
崇
次
の
父
八
郎
左
衛
門
秋
次
は
吉
良
義
央
家
臣
で

あ
る
と
さ
れ
る
の
で
、
清
水
辰
政
も
吉
良
家
家
臣
の
清
水
団
右
衛
門
や
一
学
の
係
累
の
者
か
も
し
れ
な
い
。



史
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（
24
）　
『
三
田
村
鳶
魚
全
集
』
第
十
六
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
、
編
集
後
記
、
三
九
七
頁
。

（
25
）　
「
丁
未
雑
記
廿
三
」
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

（
26
）　

類
似
の
記
述
と
し
て
、
水
野
監
物
忠
之
家
臣
東
城
守
拙
著
と
さ
れ
る
「
赤
城
士
話
」
に
吉
良
方
負
傷
者
と
し
て
「
藤
川
東
陣
宿　

九
郎
左
衛
門
二

男
」
を
記
す
。『
赤
穂
義
人
纂
書
補
遺
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
六
九
年
、
三
二
五
頁
。

（
27
）　

愛
知
県
立
図
書
館
蔵
、
請
求
番
号
Ｗ
ラ
／
Ａ
０
４
９
／
ア
３
／
１
─
６
９
。

（
28
）　

前
掲
注
15
。

（
29
）　

静
岡
県
浜
松
市
浜
北
区
細
江
の
沢
木
家
文
書
に
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
仲
秋
（
八
月
）
に
沢
木
助
右
衛
門
正
邑
が
書
写
し
た
「
浅
野
内
匠
頭
・

吉
良
上
野
介
喧
嘩
並
敵
討
聞
書
書
註
解
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
の
沢
木
家
も
細
江
神
社
神
主
の
家
柄
で
、
戦
国
期
に
は
駿
河
今
川
氏
当
主
の

義
元
か
ら
朱
印
状
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（『
静
岡
県
史
資
料
編
７
中
世
三
』
静
岡
県
、
一
九
九
四
年
、
二
五
七
四
）。
な
お
当
該
史
料
は
一
九
九
三

年
に
浜
北
市
北
部
公
民
館
古
文
書
同
好
会
か
ら
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
の
内
容
は
同
時
代
史
料
に
照
ら
し
て
も
、
お
お
よ
そ
正
確
な

も
の
で
あ
る
。
ま
た
討
入
り
後
の
吉
良
邸
に
は
義
央
の
親
戚
筋
の
者
た
ち
が
見
舞
い
に
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
一
人
酒
井
主
馬
忠
助
（
義
央

の
母
方
の
従
兄
弟
）
が
邸
内
を
回
り
、
ま
だ
息
の
あ
っ
た
吉
良
家
家
臣
須
藤
与
一
右
衛
門
に
戦
闘
の
様
子
を
聞
い
て
い
る
な
ど
、
他
書
に
み
ら
れ

な
い
記
述
も
あ
る
。

（
30
）　
「
葉
隠
」
齋
木
一
馬
ほ
か
二
名
校
注
『
三
河
物
語　

葉
隠
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、
二
三
七
頁
。

（
31
）　

長
谷
川
強
校
注
『
元
禄
世
間
咄
風
聞
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
二
〇
二
頁
。

（
32
）　
「
堀
部
武
庸
筆
記
」
前
掲
注
３
『
忠
臣
蔵　

第
三
巻
』
四
、
二
三
、
一
四
四
頁
。

（
33
）　
「
赤
城
義
臣
対
話
」
前
掲
注
３
『
忠
臣
蔵　

第
三
巻
』
七
、
四
一
、
五
一
七
頁
。


